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２
０
２
２
年
の
年
頭
に
あ
た
り

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一般社団法人　日本計量機器工業連合会

会長　田中　義一

抑
制
策
に
よ
り
交
通
・
サ
ー
ビ
ス
産
業

は
、
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
た
年

に
な
り
ま
し
た
。

国
際
的
な
動
き
で
は
、
米
中
間
の
人

権
問
題
を
発
端
と
す
る
地
政
学
的
な
情

勢
を
め
ぐ
る
不
透
明
感
、
更
に
は
貿
易

摩
擦
も
激
化
し
、
経
済
成
長
に
急
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
巨
大
経
済
圏
に

よ
る
自
由
貿
易
協
定
が
相
次
い
で
締
結

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
我
が
国
に
と
り
、

初
め
て
中
国
と
の
自
由
貿
易
協
定
が
締

結
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡

２
０
２
１
年
の
本
会
を
取
り
巻
く
状

況
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
０
２
０
年

初
頭
か
ら
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

策
に
終
始
し
た
１
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

国
内
産
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
伴
う
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
を
受
け
、
半
導

体
部
品
の
供
給
不
足
に
伴
う
電
子
部
品

等
の
納
期
遅
れ
が
発
生
し
、
基
幹
産
業

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
寸
断
さ
れ
、

工
業
製
品
全
般
の
生
産
活
動
の
停
滞
に

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
流
の

大
に
期
待
を
持
て
る
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
計
量

計
測
機
器
産
業
界
は
、
概

ね
２
０
２
０
年
を
上
回
る

生
産
量
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
、
会
員
各
社
で
は

底
を
脱
し
た
と
の
認
識
で

一
致
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
と
し
て
最
高
益
を
記
録

し
た
２
０
１
８
年
度
生
産

実
績
に
は
届
い
て
お
ら

ず
、
回
復
の
道
半
ば
で
あ

る
と
の
見
方
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
半
導
体
、
情

報
通
信
機
器
業
界
に
お
い

て
、
５
G
の
実
用
化
を
前

に
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
実
装
し

た
製
品
需
要
が
旺
盛
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
産

活
動
に
活
用
さ
れ
る
一
部

の
計
量
計
測
機
器
の
需
要

が
拡
大
す
る
な
ど
、
業
種

間
で
の
好
・
不
況
の
濃
淡

が
は
っ
き
り
出
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
半
導
体
部
品
の
供
給
遅
れ

は
年
後
半
に
な
っ
て
も
長
期
間
の
納
期

遅
れ
が
発
生
し
、
業
績
回
復
へ
の
足
か

せ
と
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。加
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
と
い
っ
た
新
規
変
異
株
の
発

生
に
よ
り
、
感
染
拡
大
へ
の
警
戒
感
か

ら
社
会
活
動
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
２
０
２
１
年
の
状
況
に
戻
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
広

が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
会
（
計
工
連
）
の
２
０
２
２
年
度
事

業
で
は
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
積
極

的
に
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

政
府
が
進
め
る
国
土
強
靭
化
計
画
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
、
次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
等
の
新
産
業

創
出
や
、
会
員
各
社
が
取
り
組
む
環
境

問
題
に
つ
い
て
、
最
新
の
計
量
・
計
測

技
術
を
紹
介
す
る
機
会
の
提
供
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
で
掲
げ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た

様
々
な
技
術
開
発
支
援
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

ま
た
、
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
欧
州
、
中
国
、
米

国
等
の
計
量
器
団
体
と
連
携
し
、
積
極

的
に
計
量
計
測
機
器
に
係
る
国
際
標
準

化
活
動
を
展
開
し
、
併
せ
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
等

の
国
内
標
準
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。新

市
場
開
発
事
業
で
は
、
２
０
５
０

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
で
活

用
が
期
待
さ
れ
る
計
量
計
測
機
器
と
セ

ン
サ
の
需
要
動
向
調
査
等
を
積
極
的
に

行
い
、
会
員
の
研
究
、
新
製
品
開
発
に

つ
な
げ
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

加
え
て
、
本
会
が
刊
行
す
る
自
動
は
か

り
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
流
量
計
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
の
刊
行
を
推
し
進
め
、
更
な
る
市

場
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
計
量
計
測
機

器
を
ご
使
用
い
た
だ
く
ユ
ー
ザ
の
方
々

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
資
す
る
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
で

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
活
用
に
よ
り
、
聴
講
者
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
９
月
に
開
催
す
る
展
示
会

IN
T
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R
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S
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E
2022

は
、「
は

か
る
・
調
べ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う

総
称
を
冠
し
、
第
11
回
総
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検
査
機

器
展
、S

E
N

S
O

R
 E

X
P

O
 JA

P
A

N
 

2022

、S
U

B
S

E
A

 T
E

C
H

 JA
P

A
N

 
2022

と
の
４
展
合
同
開
催
を
実
現
さ

せ
、
よ
り
多
く
の
製
品
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
生
産
品
の
需
要
拡

大
に
資
す
る
べ
く
、
十
分
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策

を
講
じ
、
多
く
の
来
場
者
が
安
心
し

て
参
加
で
き
る
展
示
会
と
い
た
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
所
感

年
頭
所
感
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昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
厳
し
い
戦
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
１

年
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
健
康
面
や
生
活
面
な
ど
で
影
響
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
足
下
で
は
、
新

た
に
報
告
さ
れ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
多

く
の
国
で
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
経
済
安
全
保
障
、
人

権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
た
取
組

を
、
引
き
続
き
皆
様
と
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
２
０
３
０
年

度
の
新
た
な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

目
標
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
道
筋
を
示
し
ま
し
た
。
徹
底
し
た
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
、
非
効
率
石
炭

火
力
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
、
水
素
・
ア
ン

モ
ニ
ア
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
脱
炭

素
型
の
火
力
へ
の
置
き
換
え
を
進
め
る
な

ど
、
こ
の
計
画
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
等
日
常
生
活
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
幅
広

く
浸
透
し
ま
し
た
。
従
来

の
工
場
の
人
手
不
足
や
生

産
性
向
上
に
対
応
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
物

流
や
小
売
業
等
で
の
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
や
、
イ
ン
フ
ラ

点
検
や
離
島
物
流
、
災
害

対
応
で
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
な

ど
、
新
た
な
技
術
の
活
用

の
場
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー

側
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
や

す
い
環
境
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ

ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
（
ロ

ボ
フ
レ
）」
を
実
現
す
る
た

め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

経
済
産
業
省
内
に
お
い
て

も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
作
業
を

行
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
成
果
も

活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
更
な
る
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

米
中
対
立
の
激
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
明
ら
か
に
な
っ
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
脆
弱
性
に
対
処
す
る
た

め
、
重
要
な
生
産
・
技
術
基
盤
の
強
靱
化

等
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
自
律
性
・
技
術

優
位
性
の
確
保
を
強
力
に
進
め
ま
す
。
特

に
、「
産
業
の
脳
」
と
も
言
わ
れ
る
先
端

半
導
体
の
製
造
拠
点
の
、
我
が
国
へ
の
立

地
促
進
に
向
け
て
、「
半
導
体
産
業
基
盤

緊
急
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
打
ち
出
し
、

他
国
に
匹
敵
す
る
形
で
、
複
数
年
度
に
わ

た
る
支
援
の
枠
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
競
争
力

強
化
を
図
る
上
で
は
、
企
業
間
の
取
引

適
正
化
も
重
要
な
課
題
で
す
。
産
業
機

械
業
界
で
は
、
約
束
手
形
の
利
用
等
廃

止
も
盛
り
込
ん
だ
業
種
別
の
自
主
行
動

計
画
の
改
定
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
業
界
の
皆

様
の
御
尽
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
引
き
続
き
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
付
加
価
値
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、

望
ま
し
い
取
引
習
慣
の
遵
守
を
宣
言
す

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の

拡
大
に
御
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

取
引
の
適
正
化
に
向
け
て
、
幅
広
い
業

界
の
方
々
と
の
議
論
を
深
め
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
の
復
興
は
、
経
済
産
業

省
の
最
重
要
課
題
で
す
。
経
済
産
業
省

で
は
、
福
島
県
と
と
も
に
、「
福
島
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
の
中
核

と
な
る
「
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
」
を
拠
点
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

加
え
て
、
ド
ロ
ー
ン
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ

と
い
っ
た
次
世
代
空
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研

究
開
発
・
実
証
や
制
度
整
備
等
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延
期
と

な
っ
て
い
た
「W

orld R
obot S

um
m

it 
2020

」
を
９
月
に
愛
知
、
10
月
に
福

島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
福
島
を

ロ
ボ
ッ
ト
や
次
世
代
の
空
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
地
と
す
べ

く
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
を

迎
え
ま
す
。「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
飛
行

実
現
も
含
め
た
最
新
の
技
術
や
、
そ
の
技

術
を
活
用
し
た
、
様
々
な
課
題
解
決
の
具

体
的
事
例
を
集
め
て
、
世
界
中
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
、
そ
し
て
、
世

界
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
万
博
の
レ
ガ

シ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
政
府

の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
や
経
済
界
と
一
致

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
現
場
の
声
を
お
伺

い
し
、
そ
れ
を
産
業
政
策
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
か
お
困
り
ご

と
や
御
提
案
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
更
な
る
飛
躍
の

１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

経済産業省製造産業局産業機械課

課長　安田　篤

年
頭
所
感

年
頭
所
感
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特集　指定検定機関の指定について

特集はかる
144 指定検定機関の指定について

小原　一夫
Obara Kazuo

株式会社エー・アンド・デイ　検定室

1.
　
は
じ
め
に

株
式
会
社
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ
は
、

２
０
２
１
年
10
月
18
日
に
経
済
産
業
大

臣
よ
り
、「
非
自
動
は
か
り
」
と
「
自

動
捕
捉
式
は
か
り
」
の
２
つ
の
区
分
に

お
い
て
「
器
差
検
定
を
中
心
と
し
た
指

定
検
定
機
関
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た

（
図
１
参
照
）。

「
非
自
動
は
か
り
」
は
、
車
両
用
は

か
り
以
外
が
対
象
で
、
関
東
・
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
の
み
の
指
定
と
な
り
、
国
内

初
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

「
自
動
捕
捉
式
は
か
り
」
は
全
国
の

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
指
定
と
な
り

ま
す
。

以
下
に
、
当
社
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
紹
介
致

し
ま
す
。

2.
　
株
式
会
社
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ
に
つ
い
て

当
社
は
、
１
９
７
７
年
５
月
に
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
変
換
技
術
（
ア
ナ

ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
に
変
換
＝
Ａ
／
Ｄ
変

換
、
デ
ジ
タ
ル
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変
換
＝

Ｄ
／
Ａ
変
換
）
に
精
通
し
た
技
術
者
達

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ
（
Ａ
＆
Ｄ
）」

の
社
名
は
、「A

nalog

」（
ア
ナ
ロ
グ
）

の
「
Ａ
」、「D

igital

」（
デ
ジ
タ
ル
）

の
「
Ｄ
」
に
由
来
し
ま
す
。
弊
社
が
手

が
け
る
電
子
計
測
機
器
は
、「
重
さ
」

図 1　指定検定機関の指定書
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や
「
音
」
と
い
っ
た
「
ア
ナ
ロ
グ
量
」

を
「
デ
ジ
タ
ル
数
値
」
に
変
換
し
て
表

示
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
こ
の
変
換

技
術
が
当
社
の
創
業
当
時
か
ら
の
基
幹

技
術
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
特
長
は
、
開
発
重
視
の
研
究

開
発
型
企
業
で
あ
る
こ
と
で
す
。研
究
・

開
発
・
設
計
・
品
質
管
理
・
生
産
管
理
・

販
売
を
行
う
一
方
、
生
産
は
国
内
外
の

関
係
会
社
に
委
託
し
、
両
社
の
緊
密
な

関
係
に
基
づ
い
て
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

現
在
で
は
、
左
記
５
分
野
を
事
業
領

域
と
し
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
（
図
２

参
照
）。

⑴
計
量
機
器
事
業

対
象
の
質
量
を
計
量
し
、
デ
ジ
タ
ル

表
示
す
る
電
子
天
び
ん
、
台
は
か
り
、

ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
な
ど
の
機
器
を
開

発
す
る
事
業
で
す
。

⑵
計
測
機
器
事
業

音
、
振
動
、
変
位
、
強
度
、
粘
弾
性

な
ど
の
物
理
量
を
高
精
度
に
計
測
し
、

分
析
す
る
機
器
を
開
発
す
る
事
業
で

す
。

⑶
医
療
・
健
康
機
器
事
業

医
療
・
健
康
産
業
か
ら
家
庭
用
に
至

る
さ
ま
ざ
ま
な
計
測
装
置
（
電
子
血
圧

計
や
体
重
計
な
ど
）
を
開
発
す
る
事
業

で
す
。

⑷
計
測
・
制
御
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
事
業

計
測
と
制
御
、
そ
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
一
体
化
し
た
当
社
独
自
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
、自
動
車
関
連
産
業（
エ

ン
ジ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｅ

Ｖ
用
バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ
イ

ヤ
ほ
か
）
な
ど
で
、
計
測

し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
実

際
の
動
作
を
制
御
す
る
技

術
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま

で
設
計
段
階
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
モ
デ
ル
を
使
い
、
次

い
で
試
験
機
で
デ
ー
タ
を

収
集
・
分
析
す
る
と
い
っ

た
過
程
を
踏
ん
で
い
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
業

を
一
度
に
行
う
こ
と
で
、

開
発
期
間
の
短
縮
や
コ
ス

ト
削
減
な
ど
に
貢
献
出
来

る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

開
発
す
る
事
業
で
す
。

⑸
電
子
銃
、
Ａ
／
Ｄ
・
Ｄ
／
Ａ
変
換
器

事
業半

導
体
製
造
現
場
で
、
回
路
に
描
画

す
る
際
に
用
い
る
光
源
を
照
射
す
る
た

め
の
装
置
や
電
子
銃
は
も
と
よ
り
、
ビ

ー
ム
の
方
向
を
制
御
す
る
た
め
の
偏
向

回
路
に
用
い
る
Ａ
／
Ｄ
・
Ｄ
／
Ａ
変
換

器
を
開
発
す
る
事
業
で
す
。

3.
　
指
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み

⑴
背
景

計
量
法
施
行
令
の
改
正

及
び
計
量
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
等

が
公
布
さ
れ
、「
器
差
検
定

を
中
心
と
し
た
指
定
検
定

機
関
」
と
し
て
３
つ
の
区

分
（
非
自
動
は
か
り
、
自

動
は
か
り
、
燃
料
油
メ
ー

タ
ー
）
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、自
動
は
か
り
は
、

新
た
に
特
定
計
量
器
と
し

て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
業

界
と
し
て
も
大
き
な
変
革

と
な
る
も
の
で
す
。

当
社
は
、
非
自
動
は
か

り
と
自
動
捕
捉
式
は
か
り

の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す

（
図
３
参
照
）。

⑵
準
備

経
済
産
業
省
発
行
の
「
指
定
検
定
機

関　

指
定
の
申
請
の
考
え
方
」（
以
下

「
申
請
の
考
え
方
」
と
す
る
）、「
指
定
検

定
機
関
が
有
す
べ
き
技
術
能
力
の
基
準

（
電
気
計
器
に
係
る
場
合
を
除
く
）
に
つ

い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
指
定
検
定

機
関
の
申
請
書
類
の
手
引
（
器
差
検
定

を
中
心
と
し
た
指
定
検
定
機
関
向
け
）」、

関
係
す
る
計
量
法
令
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
読
み

込
み
、
ま
た
、
指
定
検
定
機
関
講
習
に

参
加
し
て
情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。

図 2　事業領域

図 3　非自動はかりと自動捕捉式はかり
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⑶
事
前
相
談

２
０
１
９
年
３
月
よ
り
、
指
定
検
定

機
関
の
指
定
を
受
け
る
た
め
、「
検
定

室
」
を
社
内
に
組
織
し
ま
し
た
。
こ
の

時
か
ら
事
前
相
談
に
必
要
な
書
類
の
作

成
を
開
始
し
、
経
済
産
業
省
計
量
行
政

室
（
以
下
「
行
政
室
」
と
す
る
）
に
、

申
請
書
類
等
の
提
出
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
想
定
以
上
の
指
摘
を
そ
の
都

度
受
け
、
い
つ
正
式
申
請
が
出
来
る
の

か
、
先
の
見
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

当
社
が
受
け
た
指
摘
内
容
が
他
社
と

し
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
指

定
検
定
機
関
全
体
の
状
況
が
見
え
な
い

状
態
で
し
た
。

そ
ん
な
折
、
計
工
連
主
催
で
「
は
か

り
部
会
／
指
定
検
定
機
関
に
係
る
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
以
下
、「
指

定
検
定
機
関
Ｗ
Ｇ
」
と
す
る
。）
を
立

ち
上
げ
て
頂
き
、
意
見
を
伺
い
、
ま
と

め
て
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、
各
社
共
通

の
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

問
題
点
に
つ
い
て
の
対
策
を
「
指
定
検

定
機
関
Ｗ
Ｇ
」
に
て
話
し
合
い
、
行
政

室
に
見
直
し
て
頂
く
よ
う
尽
力
し
て
頂

い
た
こ
と
に
よ
り
、
１
社
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
か
っ
た
法
令
上
の
問
題
が
緩

和
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
実
用
基
準
分
銅
の
使
用
に
つ

い
て
当
初
は
、「
検
定
は
原
則
基
準
分

銅
で
行
い
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み

に
限
っ
て
実
用
基
準
分
銅
の
使
用
を
認

め
る
」と
の
こ
と
で
し
た
。そ
の
後
、「
申

請
の
考
え
方
」
の
改
訂
で
、
質
量
標
準

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
た
上
で
、
基

準
分
銅
か
ら
校
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
使
用
及
び
借
用
も
正
式
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

検
定
実
施
者
の
要
件
も
緩
和
さ
れ
、

検
定
を
行
う
特
定
計
量
器
の
検
査
業
務

に
「
３
年
以
上
従
事
し
た
者
」
も
加
わ

り
、
長
年
当
該
製
品
の
検
査
に
係
っ
て

き
た
熟
練
者
も
検
定
実
施
者
と
な
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
申
請
、

更
新
時
に
必
要
な
検
定
管
理
責
任
者
の

講
習
修
了
証
の
効
力
は
「
２
年
以
内
」

か
ら
「
５
年
以
内
」
に
見
直
し
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
際
の
検
定
現
場
に
あ
わ

せ
た
緩
和
（
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
ひ

ょ
う
量
の
上
限
等
）
策
等
に
よ
り
、
申

請
が
よ
り
現
実
的
と
な
り
ま
し
た
。
事

前
相
談
を
始
め
て
か
ら
２
年
が
経
過
し

て
も
正
式
申
請
ま
で
辿
り
着
け
ず
暗
中

模
索
で
あ
っ
た
た
め
、
非
常
に
助
か
り

ま
し
た
。
光
明
が
見
え
て
き
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
他
、
計
工
連
の
ご
尽
力
に
よ
り

以
下
の
項
目
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

・
法
人
連
合
の
条
件
の
緩
和

・
出
向
者
の
条
件
の
緩
和

・�

自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
規
制
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
２
年
延
期

・�

自
動
は
か
り
も
非
自
動
は
か
り
同
様

に
目
量
が10m
g

以
上
で
目
量
の
数

が
１
０
０
以
上
と
な
っ
た
。

⑷
組
織

検
定
を
実
施
す
る
部
門
は
、
一
般
計

量
士
３
名
以
上
を
含
む
６
名
と
さ
れ
て

お
り
、
部
門
と
し
て

独
立
し
て
い
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、中
立
性
・

独
立
性
・
公
平
性
等

が
担
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
検
定
に
影
響

を
与
え
る
他
部
門
と

の
兼
務
は
制
限
が
あ

り
ま
す
。
自
動
捕
捉

式
は
か
り
で
は
全
国

展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
全
国
の

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

組
織
と
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
３
月
に

組
織
さ
れ
た
検
定
室

は
、
右
記
内
容
を
踏

ま
え
た
人
事
異
動
を

行
い
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
（
図
４
参

照
）。

⑸
設
備

「
非
自
動
は
か
り

（
車
両
用
は
か
り
は

除
く
）」
で
は
、
ひ
ょ
う
量
の
上
限
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、

3t

を
超
え
る
検
定
が
頻
繁
に
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、3t

ま
で
は

自
社
の
み
の
設
備
で
、
そ
れ
以
上
は
分

銅
設
備
を
持
っ
て
い
る
会
社
と
借
用
契図 4　検定室組織
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約
書
を
交
わ
し
、
頻
繁
に
使
用
し
な
い

設
備
は
借
用
す
る
こ
と
で
対
応
出
来
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
検
定
を
行

う
地
域
も
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
に

限
定
し
ま
し
た
。

「
自
動
捕
捉
式
は
か
り
」
で
は
、
管

理
は
か
り
の
準
備
も
必
要
に
な
り
、
基

準
分
銅
は
、
ひ
ょ
う
量
こ
そ
小
さ
い
で

す
が
、
全
国
展
開
の
た
め
、
検
定
実
施

者
に
対
応
し
た
数
量
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

⑹
人
員

非
自
動
は
か
り
で
は
、
設
備
が
問
題

と
な
り
ま
す
が
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り

で
は
、
検
定
実
施
者
の
確
保
が
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
す
。適
正
人
員
を
求
め
、

計
画
的
な
増
員
に
つ
い
て
人
事
部
門
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

将
来
を
見
据
え
て
、
今
後
も
必
要
人
員

を
増
員
し
て
行
く
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⑺
書
類

指
定
の
申
請
及
び
審
査
に
必
要
な
書

類
は
、「
⑵
準
備
」
に
あ
り
ま
す
「
申

請
の
考
え
方
」
及
び
「
手
引
」
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
機
関
の
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

の
仕
様
書
と
な
る
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
か

ら
、会
社
の
経
理
的
基
礎
を
示
す
も
の
、

中
立
性
・
独
立
性
・
公
平
性
を
示
す
も

の
、
組
織
・
設
備
・
検
定
実
施
者
に
関

す
る
も
の
等
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

い
く
つ
も
の
申
請
書
類
を
作
成
し
、

行
政
室
に
提
出
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
指
摘
事
項
を
受
け
、
手
直
し
を
す
る

と
い
っ
た
一
連
の
作
業
を
繰
返
し
ま
し

た
。
特
に
書
類
の
中
に
あ
る
数
字
に
は

「
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
数
字
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
提
出
す
る
度
に
追

加
の
補
足
資
料
を
作
成
す
る
た
め
、
ペ

ー
ジ
数
は
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

⑻
教
育
訓
練

必
要
な
力
量
要
求
事
項
を
明
確
に

し
、教
育
計
画
を
作
成
し
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
検
定
実
施
者
の
み
な
ら
ず
、
修

理
部
門
や
、
顧
客
に
接
す
る
営
業
部
門

の
知
識
向
上
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
検
定

事
業
に
関
係
す
る
者
全
体
に
つ
い
て
教

育
を
繰
返
し
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

⑼
証
印
等
（
検
定
証
印
、
確
認
済
証
）

非
自
動
は
か
り
の
検
定
証
印
は
１
種

類
で
す
。

自
動
捕
捉
式
は
か
り
は
、２
種
類（
適

正
計
量
管
理
事
業
所
用
、
適
正
計
量
管

理
事
業
所
以
外
用
）
の
検
定
証
印
と
、

既
使
用
の
自
動
捕
捉
式
は
か
り
用
の
確

認
済
証
が
１
種
類
の
合
計
３
種
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
全
部
で
４

種
類
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
５
参
照
）。
紛
失
時
の
悪
用
防
止
等

の
た
め
、
証
印
等
１
枚
１
枚
に
個
別
の

管
理
番
号
を
設
け
て
管
理
す
る
「
証
印

等
の
発
行
・
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

し
ま
し
た
。

4.
　
申
請
お
よ
び
審
査

行
政
室
よ
り
、
正
式
申
請
書
類
の
提

出
と
現
地
審
査
の
日
程
に
つ
い
て
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
審
査
は
、
体
制

面
の
審
査
が
１
回
、
技
術
面
の
審
査
が

２
回
（
非
自
動
は
か
り
と
自
動
捕
捉
式

は
か
り
を
各
１
回
）
と
、
全
部
で
３
回

の
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

検
定
作
業
を
実
施
す
る
場
所
や
使
用

す
る
基
準
分
銅
等
の
確
認
も
さ
れ
ま
し

た
。
自
動
捕
捉
式
は
か
り
で
は
、
行
政

室
と
産
総
研
の
方
々
、
非
自
動
は
か
り

で
は
、
行
政
室
と
埼
玉
県
計
量
検
定
所

の
方
々
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
検
定
申

請
の
受
領
後
の
現
物
確
認
か
ら
始
め
て

検
定
の
終
了
ま
で
、
実
際
の
検

定
を
想
定
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
後
日
い
く
つ
か
の
修
正
事

項
を
頂
き
ま
し
た
が
、
概
ね
問

題
無
く
終
了
で
き
ま
し
た
。

5.
　
指
定

２
０
２
１
年
10
月
18
日
に
よ

う
や
く
、
指
定
検
定
機
関
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。検

定
は
公
的
な
業
務
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
検
定
制
度
の

一
端
を
担
っ
て
い
く
所
存
で

す
。

6.
　
最
後
に

経
済
産
業
省
計
量
行
政
室
の
方
々
に

は
丁
寧
に
ご
指
導
を
頂
き
、
長
期
間
に

渡
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
産

総
研
の
方
々
及
び
埼
玉
県
計
量
検
定
所

の
方
々
に
は
、
当
社
の
開
発
・
技
術
セ

ン
タ
ー
ま
で
現
地
審
査
に
お
越
し
頂
き

ま
し
て
、
貴
重
な
ご
意
見
等
頂
き
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
計
工
連

の
「
は
か
り
部
会
／
指
定
検
定
機
関
に

係
る
検
討
Ｗ
Ｇ
」
の
皆
様
に
は
、
行
政

室
と
の
調
整
に
ご
尽
力
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
紙
面
を
お
借
り

し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

図 5　検定証印と確認済証
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ハ
イ
サ
イ
・
グ
ス
ー
ヨ
・
チ
ュ
ー
ウ

ガ
ナ
ビ
ラ
、東
京
計
装
の
杉
亮
一
で
す
。

当
社
は
１
９
５
４
年
創
業
の
流
量
計

測
・
液
位
計
測
用
の
計
測
・
制
御
機
器

を
製
造
販
売
し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
企
業
で
す
。

カ
リ
ス
マB

IG
B

O
S

S

の
創
業
社

長
は
主
に
販
売
の
強
化
に
注
力
、
日
本

の
戦
後
復
興
と
経
済
成
長
に
「
は
か
る

技
術
」で
貢
献
す
る
と
い
う
理
念
の
下
、

顧
客
満
足
度
の
向
上
を
社
是
と
し
、
直

接
、
客
先
に
足
を
運
び
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
で
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
そ
れ

ら
を
製
品
開
発
に
つ
な
げ
る
直
販
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

聡
明
で
先
見
性
の
あ
っ
た
２
代
目
社

長
は
主
に
新
製
品
開
発
と
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
る
競
争
力
強
化
に
注
力
、
将
来

性
の
期
待
で
き
る
半
導
体
業
界
へ
の
市

場
参
入
を
果
た
し
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
た
海
外
事
業
の
拡
大
を
推
進
し
ま
し

た
。
と
り
わ
け
中
国
に
対
し
て
は
、
前

職
の
時
に
提
携
し
た
ア
メ
リ
カ
企
業
の

技
術
支
援
に
よ
っ
て
自
身
が
成
長
さ
せ

て
も
ら
っ
た
経
験
か
ら
、
次
は
日
本
企

業
が
中
国
の
経
済
成
長
を
支
援
す
る
利

他
の
精
神
で
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

私
は
石
油
会
社
で
の
勤
務
を
経
て
２

０
０
３
年
か
ら
東
京
計
装
に
加
わ
り
、

２
人
の
先
人
の
創
業
者
精
神
、
経
営
者

精
神
を
承
継
し
体
現
す
る
こ
と
を
常
に

意
識
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
契

機
と
な
っ
た
の
が
２
０
１
１
年
に
起
こ

っ
た
東
日
本
大
震
災
で
す
。
こ
こ
で
は

も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
の
基
本
で
あ

る
「
供
給
責
任
と
社
会
貢
献
」
に
つ
い

て
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
２
つ
の
出
来

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
製
品
の�

�

社
会
貢
献
■

１
つ
目
は
、
創
業
以
来
、
生
産
を
続

け
て
き
た
製
品
が
微
力
な
が
ら
国
難
を

救
う
役
割
を
担
っ
た
こ
と
で
す
。

震
災
に
よ
る
大
き
な
問
題
の
１
つ
に

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
起
こ
っ
た

電
源
喪
失
が
あ
り
ま
し
た
。
炉
心
溶
融

を
回
避
す
る
た
め
連
続
的
に
冷
却
水
を

注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
確

認
す
る
た
め
の
計
測
器
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

私
ど
も
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
製
品
に

金
属
管
面
積
流
量
計
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
製
品
は
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
広
が

る
テ
ー
パ
ー
管
の
中
に
フ
ロ
ー
ト
が
あ

り
、
流
れ
に
押
さ
れ
て
上
方
に
動
き
ま

す
。
フ
ロ
ー
ト
が
上
が
る
に
つ
れ
て
テ
ー

パ
ー
管
の
内
壁
と
フ
ロ
ー
ト
の
間
か
ら

抜
け
出
る
流
体
の
量
が
増
え
、
フ
ロ
ー

ト
を
押
し
上
げ
る
力
が
弱
く
な
り
ま
す
。

最
後
に
こ
の
押
し
上
げ
る
力
と
フ
ロ
ー

ト
の
重
さ
が
バ
ラ
ン
ス
し
た
位
置
で
フ
ロ

ー
ト
が
止
ま
り
、
こ
の
位
置
の
流
量
を

表
し
ま
す
。
測
定
流
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
機
械
式
の
ア
ナ
ロ
グ
製
品

で
す
が
、
流
量
測
定
に
電
源
が
不
要
と

い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り
、
こ
の
時
の

災
害
対
応
に
は
う
っ
て
つ
け
で
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
網
な
ど
ま
だ

ま
だ
混
乱
の
中
で
し
た
が
、
自
分
た
ち

の
製
品
が
国
難
を
救
う
と
い
う
社
会
貢

献
へ
の
喜
び
を
強
く
感
じ
な
が
ら
超
短

納
期
の
対
応
を
こ
な
し
ま
し
た
。
技
術

の
進
歩
と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
む
中
、
ア
ナ
ロ
グ
製
品
の
将
来
に

迷
い
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
改
め
て
そ
の
存
在
意
義
、
創
業
者

が
こ
の
製
品
に
着
目
し
た
慧
眼
を
再
認

識
し
た
出
来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

■
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
遂
行
、�

�

供
給
責
任
の
順
守
■

２
つ
目
は
、
生
産
リ
ス
ク
を
分
散
さ

せ
る
た
め
に
沖
縄
工
場
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
で
す
。

震
災
の
発
生
に
よ
り
起
こ
り
う
る
多

く
の
リ
ス
ク
の
う
ち
、
電
力
供
給
の
不

足
に
よ
る
安
定
生
産
の
阻
害
と
放
射
能

に
よ
る
風
評
被
害
の
２
つ
は
海
外
の
客

先
で
著
し
く
不
安
が
高
ま
っ
て
お
り
、

杉　亮一
Sugi Ryoichi
東京計装株式会社
代表取締役社長
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そ
れ
ら
を
速
や
か
に
払
拭
す
る
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

沖
縄
県
が
経
済
特
区
に
賃
貸
工
場
を

建
設
、
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
積
極

的
な
製
造
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
原

子
力
発
電
所
が
な
く
米
軍
基
地
対
応
の

た
め
電
力
供
給
の
予
備
力
が
極
め
て
高

い
、
賃
貸
工
場
が
準
備
さ
れ
て
い
る
の

で
大
き
な
初
期
投
資
も
な
く
内
装
工
事

と
装
置
の
搬
入
で
す
ぐ
に
生
産
が
可
能

と
な
る
、
放
射
能
に
よ
る
風
評
被
害
に

つ
い
て
も
日
本
国
内
で
最
も
離
れ
た
場

所
で
生
産
す
る
と
言
え
ば
安
心
し
て
も

ら
え
る
…
思
い
は
す
ぐ
に
確
信
に
変
わ

り
ま
す
。

３
月
11
日
は
金
曜
日
で
し
た
が
週
明
け

に
は
沖
縄
県
東
京
事
務
所
に
出
向
い
て

賃
貸
工
場
へ
の
入
居
申
請
を
依
頼
、
夏
前

に
は
操
業
を
開
始
し
た
い
意
向
を
伝
え
ま

し
た
。
意
気
に
感
じ
て
も
ら
え
た
県
の
方

に
も
迅
速
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
４

月
中
に
は
入
居
の
認
可
が
お
り
７
月
か
ら

操
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■President's�Satisfaction�
�

と
創
業
者
精
神
の
体
現
■

結
論
か
ら
言
え
ば
そ
の
後
、
首
都
圏

で
は
大
き
な
余
震
も
起
こ
ら
ず
、
安
定

生
産
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
た
計
画
停

電
も
解
消
、
夏
場
の
電
力
不
足
も
杞
憂

に
終
わ
り
ま
し
た
の
で
沖
縄
工
場
は
必
要

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
工
場
は
そ
の
後
の
10
年
で
多
く
の
教
訓

とP
S

（P
resident's Satisfaction

）
を

私
に
授
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
あ
な
た
方
の
供
給
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
震
災
か
ら
３
か
月
で
新
し
い
工

場
を
立
ち
上
げ
た
」
と
い
う
説
明
は
と

り
わ
け
海
外
の
客
先
に
は
刺
さ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
決
断
を
高
く
評
価
し
て

も
ら
え
た
だ
け
で
な
く
供
給
責
任
を
守

る
企
業
と
し
て
厚
い
信
頼
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

沖
縄
と
言
え
ば
、
明
る
い
日
差
し
、

青
い
空
、エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
、

赤
い
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
…
こ
れ
ら
の
魅
力

は
万
人
に
共
通
で
す
。
難
し
い
交
渉
や

話
し
合
い
で
あ
っ
て
も
、
沖
縄
の
佳
景

は
お
互
い
の
心
を
癒
し
、
気
持
ち
を
穏

や
か
に
し
、
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
、

協
調
へ
向
け
た
妥
協
点
へ
と
導
い
て
く

れ
ま
す
。

沖
縄
で
も
の
づ
く
り
、
と
言
う
と
多

く
の
方
、
と
り
わ
け
金
融
機
関
の
方
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
も
の

づ
く
り
が
根
付
か
な
い
と
思
わ
れ
て
い

る
沖
縄
で
新
た
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
工

場
を
立
ち
上
げ
、
地
元
の
人
が
中
心
に

な
っ
て
高
効
率
で
高
品
質
の
生
産
ラ
イ

ン
を
確
立
し
、
２
０
１
８
年
に
は
経
済

産
業
省
に
よ
る
地
域
未
来
牽
引
企
業
の

認
定
を
取
得
…
ま
さ
に
自
信
し
か
勝
た

ん
！
で
す
。

今
で
こ
そ
沖
縄
の
経
済
特
区
は
進
出

企
業
が
増
え
て
用
地
が
不
足
す
る
状
況

に
な
り
ま
し
た
が
、
当
社
が
進
出
し
た

当
時
は
ガ
ラ
ガ
ラ
で
税
金
の
無
駄
遣
い

と
い
う
心
無
い
報
道
も
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
法
律
や
施
策
も
実
際
に
適
用
と
な

る
企
業
が
な
い
の
で
、
現
実
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
社
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
し

て
色
々
な
場
で
正
し
い
情
報
発
信
を
行

い
、
企
業
が
使
い
や
す
い
法
整
備
に
も

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
、

進
出
企
業
の
増
加
に
奏
功
し
て
い
る
と

し
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
が
急
減
、
県
経
済
を
支
え
て
き
た

観
光
業
や
飲
食
業
が
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
今
、
製
造
業
の
強
み
を
発
揮

し
て
そ
れ
を
補
填
す
る
役
割
を
果
た
せ

た
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
志

し
た
創
業
者
精
神
、
経
営
者
精
神
を
少

し
は
体
現
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

次
の
Ｐ
Ｓ
は
…
沖
縄
県
か
ら
「
美
ら

島
沖
縄
大
使
」
の
認
証
を
い
た
だ
く
こ

と
で
す
ね
。
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１
．
は
じ
め
に

現
実
世
界
の
様
々
な
モ
ノ
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
接
続
す
るIoT

（Internet 
of T

hings

） 

は
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄

積
・
分
析
に
よ
る
新
た
な
価
値
提
供
を

実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
注
目
を
集
め

て
き
た
。
特
に
製
造
業
で
は
、
労
働
人

口
や
熟
練
工
の
不
足
、
多
品
種
少
量
生

産
の
拡
大
等
へ
の
対
応
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
、
活
用
産
業
分

野
に
お
い
て
経
済
効
果
が
最
も
大
き
い

分
野
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
[1]
。

従
来
、
製
造
現
場
で
の
機
器
間
の
通

信
に
は
、
信
頼
性
や
安
定
性
の
観
点
か

ら
、
有
線
で
の
通
信
が
用
い
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
製
造
業
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
活

用
へ
の
期
待
と
５
Ｇ
や
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

と
い
っ
た
新
し
い
通
信
技
術
の
登
場
に

よ
り
、
配
線
が
不
要
で
柔
軟
な
無
線
通

信
技
術
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
製
造
現
場
に
お
け
る
無
線

利
用
環
境
に
関
す
る
調
査
や
課
題
分
析
の

国
内
事
例
と
し
てFlexible Factory 

P
roject

の
活
動
と
、
無
線
通
信
の
活
用

や
安
定
運
用
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

２
．�

製
造
現
場
と
無
線
通
信

製
造
現
場
に
お
け
る
無
線
通
信
技
術

へ
の
適
用
と
し
て
は
、
高
頻
度
な
ラ
イ

ン
組
み
換
え
に
対
応
す
る
た
め
特
定
の

有
線
通
信
区
間
を
無
線
通
信
技
術
で
置

き
換
え
る
場
合
と
、
現
場
か
ら
の
情
報

収
集
や
現
場
へ
の
情
報
配
信
を
す
る
場

合
の
大
き
く
二
つ
の
用
途
が
あ
る
。
し

か
し
、
製
造
現
場
に
お
け
る
無
線
通
信

の
利
活
用
に
は
独
特
の
課
題
が
あ
り
、

“
電
波
”
の
性
質
と
課
題
を
正
し
く
理
解

し
、
複
数
の
異
な
る
無
線
通
信
技
術
を

う
ま
く
共
存
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

“
電
波
”
と
は
、
電
場
と
磁
場
が
変

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
“
波
”

で
あ
り
、
波
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
。

波
の
特
徴
の
主
な
も
の
と
し
て
、
干
渉

と
回
折
が
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
る
周
波

数
に
よ
っ
て
そ
の
特
性
が
異
な
る
。
無

線
通
信
で
用
い
る
電
波
は
、
あ
る
幅
を

も
っ
て
周
波
数
を
区
切
り
、
用
途
ご
と

に
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

電
波
は
水
に
吸
収
さ
れ
や
す
く
、
金
属

で
は
反
射
さ
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ

る
た
め
、
製
造
現
場
の
よ
う
に
人
（
人
体

に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
る
）
の
行
き

来
が
あ
り
、
金
属
物
が
多
い
環
境
に
お

い
て
は
、
各
無
線
通
信
が
用
い
る
周
波

数
に
応
じ
た
電
波
の
特
徴
を
理
解
し
て

無
線
通
信
を
使
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

図
１
は
、
製
造
現
場
に
お
け
る
“
制

御
”、“
品
質
”、“
表
示
”、“
管
理
”、“
安

全
”
の
５
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

カ
テ
ゴ
リ
ご
と
の
代
表
的
な
無
線
ユ
ー
ス

ケ
ー
ス
の
許
容
遅
延
を
示
し
て
お
り
、
現

状
導
入
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
は
、
品
質
（
イ
ン
ラ
イ
ン
検
査
な
ど
）、

管
理
（
予
防
保
全
な
ど
）
の
カ
テ
ゴ
リ
を

中
心
に
、
１
０
０
ミ
リ
秒
以
上
の
遅
延
を

許
容
す
る
無
線
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
が
多
い
。

一
方
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
や
緊
急
発

報
な
ど
情
報
が
届
く
タ
イ
ミ
ン
グ
の
正

確
性
や
緊
急
度
の
高
さ
か
ら
１
ミ
リ
秒

以
下
の
遅
延
が
求
め
ら
れ
る
無
線
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
も
存
在
し
、
５
Ｇ
や
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
と
い
っ
た
無
線
通
信
方
式
へ
の

期
待
が
高
い
[2]
。

３
．�Flexible�Factory�

P
roject

製
造
現
場
の
よ
う
な
狭
い
空
間
で
、

製造現場における無線通信の 
利用と安定運用に向けて
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人
や
金
属
が
行
き
来
す
る
環
境
で
は
、

無
線
通
信
の
利
活
用
に
は
独
特
の
課
題

が
あ
る
。
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
で
は
、
製

造
現
場
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
無
線

通
信
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
工
場
実
現

の
た
めF

lexible F
actory P

roject

（F
F

P
J

）
を
立
ち

上
げ
、
稼
働
中
の
工

場
に
お
け
る
多
種
類

の
無
線
通
信
性
能
評

価
実
験
を
行
っ
て
お

り
（
図
２
）、
複
数

の
企
業
と
業
界
の
垣

根
を
越
え
て
協
力
し

な
が
ら
、
製
造
現
場

に
お
け
る
環
境
と
用

途
に
応
じ
た
適
応
的

無
線
制
御
方
式
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る

[3]
、[4]
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
２
０
１
５
年

６
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
も
継
続
中

で
あ
る
。

こ
の
活
動
で
は
、

現
場
の
声
を
研
究
開

発
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
無
線
通
信
に
関
す

る
様
々
な
調
査
や
実
験
を
実
施
し
て
い

る
。
特
に
近
年
、
急
速
に
無
線
通
信
技

術
を
用
い
た
製
造
機
器
の
導
入
が
進

み
、
異
な
る
無
線
シ
ス
テ
ム
の
混
在
に

関
す
る
問
題
が
多
く
報
告
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

無
線
通
信
技
術
を
用
い
た
異
種
シ
ス

テ
ム
の
混
在
で
問
題
が
発
生
す
る
場
合

は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
る
。

⑴
通
信
方
式
が
異
な
る
場
合

無
線
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
工
場
に

お
い
て
最
近
特
に
増
え
て
い
る
事
例
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
標
準

的
に
利
用
さ
れ
て
い
るW

i-F
i

と

B
luetooth

の
二
つ
の
通
信
方
式
が
同

じ
チ
ッ
プ
に
実
装
さ
れ
た
デ
ュ
ア
ル
チ

ッ
プ
と
い
わ
れ
る
統
合
無
線
通
信
機
が

用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
現
場
で

特
に
意
識
し
な
い
ま
ま
異
な
る
通
信
方

式
が
混
在
し
て
し
ま
う
事
例
が
発
生

し
て
お
り
、注
意
が
必
要
で
あ
る（
図

３
）。

⑵
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
場
合

同
一
の
建
屋
で
無
線
通
信
を
使
っ

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
急
増
し
、

“
電
波
が
見
え
な
い
”
た
め
に
問
題

発
生
時
の
原
因
特
定
が
な
か
な
か
で

き
な
い
事
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。

実
際
に
、
製
造
現
場
に
お
い
て
は
す

べ
て
の
製
造
機
器
や
シ
ス
テ
ム
が
同

時
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
ま
れ

で
、
段
階
的
・
部
分
的
に
製
造
機
器

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
各
製
造
機
器
や
シ
ス
テ
ム

は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
メ
ー
カ
ー
が
設
計

し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
導
入
時
に
は

各
々
最
適
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

同
一
空
間
に
お
い
て
、
無
線
と
い
う
リ

ソ
ー
ス
を
共
有
し
て
い
る
状
態
で
、
個

別
最
適
化
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
複

数
集
ま
っ
た
場
合
に
全
体
と
し
て
最
適

な
状
態
に
は
な
ら
ず
、
リ
ソ
ー
ス
の
取

り
合
い
が
発
生
し
不
具
合
を
起
こ
す
場

合
が
あ
る
（
図
４
）。

そ
の
他
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
っ
た
新

し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
数
を
増
や
す
に

あ
た
り
、
適
切
と
思
わ
れ
る
利
用
法
に

従
っ
て
チ
ャ
ネ
ル
の
割
り
当
て
を
行
っ

て
も
、
通
信
機
の
実
装
の
状
態
や
様
々

図１　無線活用が期待されるアプリケーションと許容遅延

図２　Flexible Factory Project 実験設定の様子
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な
数
値
を
読
み
取
る
際
に
設
定
さ
れ
て

い
る
閾
値
な
ど
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
電
波
が
想
定
以
上
に

大
き
く
な
り
、
問
題
が
発
生
す
る
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

４
．�S

m
art�R

esource�
Flow

無
線
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
製
造
現
場
に
お
い

て
安
定
し
た
無
線
の
利
活
用
を
実
現
す

る
た
め
に
、S

m
art R

esource F
low

 

（S
R

F

）
無
線
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提

案
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｒ

Ｆ
無
線
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
多
種
多
様

な
無
線
機
器
や
設
備

を
繋
ぎ
、
安
定
に
動

作
さ
せ
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
構
成
で
あ

り
、
同
一
空
間
内
に

共
存
す
る
他
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
通

信
状
況
を

監
視
し
て

通
信
に
使

用
す
る
チ

ャ
ネ
ル
や

通
信
速
度

を
適
応
的
に
制
御
す
る
こ
と

で
、
無
線
区
間
で
の
干
渉
を

回
避
し
て
通
信
遅
延
を
抑
制

す
る
。

Ｓ
Ｒ
Ｆ
無
線
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
２
０
１
７
年
に
設

立
さ
れ
た
任
意
団
体
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
パ
ー
ト

ナ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
Ｆ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
に
よ
り
標
準
化
さ
れ

て
お
り
、２
０
１
９
年
９
月
、

Ｓ
Ｒ
Ｆ
無
線
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
技
術
仕
様
書ver.1.0

が
発
行

さ
れ
て
い
る
[5]
、[6]
。

取
り
扱
う
周
波
数
帯
は
、
多
く
の
国

で
免
許
不
要
で
利
用
で
き
る
920 

MHz
帯
、

2.4 

GHz
帯
、
５
GHz
帯
を
軸
に
し
、
有
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
５
Ｇ
／
Ｌ
５
Ｇ
や
今
後

技
術
開
発
さ
れ
る
通
信
方
式
の
出
現
も

考
慮
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｒ
Ｆ
無
線
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
、F

ield M
anager

（
管
理
サ
ー
バ
）

が
複
数
の
無
線
シ
ス
テ
ム
間
の
リ
ソ
ー
ス

の
調
整
を
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
制
御
を
行

い
、S

R
F

 G
atew

ay/D
evice

（
無
線

機
器
）
が
単
一
の
無
線
シ
ス
テ
ム
内
の

通
信
を
最
適
化
す
る
ロ
ー
カ
ル
制
御
を

行
う
（
図
５
）。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
無
線
環
境

セ
ン
サ
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
制
御
と
ロ
ー
カ
ル
制
御
が
協
調
連
携

し
て
、
他
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
通
信

状
況
に
応
じ
て
通
信
に
使
用
す
る
チ
ャ

ネ
ル
や
通
信
速
度
を
適
応
的
に
制
御
す

る
こ
と
で
、
無
線
区
間
で
の
干
渉
を
回

避
し
て
通
信
遅
延
の
抑
制
を
実
現
す
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
２
０
２
０
年
10
月
に

Ｓ
Ｒ
Ｆ
無
線
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
異

種
無
線
協
調
制
御
の
機
能
の
実
証
実
験

を
稼
働
中
の
工
場
で
実
施
し
た
[7]
。

実
証
実
験
で
は
、F

ield M
anager

か

ら
の
制
御
に
よ
り
、
適
切
な
通
信
経
路

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
遅
延
を
大
幅

に
低
減
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
（
図

６
）。５

．
ま
と
め

製
造
機
器
や
製
造
シ
ス
テ
ム
の
無
線

化
は
製
造
機
器
ご
と
の
個
別
対
応
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
お
よ
び
将
来
に

わ
た
る
製
造
現
場
全
体
を
一
つ
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
考
え
た
場
合
の
最
適
な
無

図３　Wi-Fi と Bluetooth の混在

図４　製造現場は個別最適化されたシステムの集合
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線
通
信
技
術
の
利
用
や
、
通
信
資
源
の

配
分
ま
で
想
定
す
る
こ
と
な
く
無
線
通

信
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
無
線
通
信
を
用
い
た
製
造

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
む
に
つ
れ
、
す
で

に
導
入
さ
れ
た
無
線
通
信
を
利
用
し
た

シ
ス
テ
ム
と
の
競
合
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
用
途
に
応
じ
た
無
線
通
信
方
式
や

利
用
周
波
数
等
の
利
用
に
関
す
る
指
針

と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
製
造
機
器
設
計
や

運
営
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
種
無
線
通
信
方
式
や
利

用
さ
れ
て
い
る
周
波
数
帯
の
特
徴
と
、

無
線
を
用
い
る
シ
ス
テ
ム
の
特
性
を
考

慮
し
た
柔
軟
な
異
種
無
線
協
調
制
御
技

術
が
実
現
で
き
れ
ば
、
製
造
現
場
に
お

け
る
無
線
導
入
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
様
々
な

技
術
の
組
み
合
わ
せ
で
複
雑
化
す
る
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
、
見
え
な
い
無
線
を

ど
の
よ
う
に
“
見
え
る
化
”
し
て
い
く

か
が
運
用
上
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

今
後
は
、
外
部
か
ら
の
遠
隔
監
視
や

遠
隔
制
御
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、E

nd-to-E
nd

で
経
由
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
通
し
て
の
、

低
遅
延
化
や
遅
延
保
証
な
ど
が
鍵
と
な

る
。
５
Ｇ
、
Ｌ
５
Ｇ
の
利
活
用
に
お
い

て
は
、
特
に
低
遅
延
と
大
容
量
と
を
あ

る
程
度
の
レ
ベ
ル
で
両
立
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
、
高
い
周
波
数
帯
を
う
ま
く
扱
う

こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
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図５　SRF 無線プラットフォームの機能構成図

図６　SRF 無線プラットフォームの実証実験結果（遅延の発生頻度）

p10_13_NewTechnology_144号_三_納.indd   13 2022/01/11   13:33



14はかる　No.144

計量計測と技術・技能伝承
第４回．暗黙知の見える化と生産性向上

⑴
一
般
的
な
技
術
・
技
能
伝
承
の
進
め
方

多
く
の
企
業
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
承

に
は
問
題
も
多
い
。
例
え
ば
一
般
的
な

方
法
は
、
事
前
に
当
該
組
織
の
「
現
状

や
課
題
を
把
握
」
し
た
上
で
、「
技
術
・

技
能
の
体
系
化
」
を
行
い
、「
習
熟
基
準

や
別
能
力
評
価
方
法
を
設
定
し
評
価
」、

そ
の
上
で
組
織
ご
と
に
「
個
人
別
の
育

成
計
画
を
作
成
し
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
で
実
施

し
て
い
く
」
と
い
う
も
の
が
多
い
。
し

か
し
こ
の
方
法
で
は
、
異
な
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
組
織
間
で
横
断
的
に
統
一

し
た
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
難
し
く
、

組
織
全
体
の
技
術
・
技
能
の
体
系
化
を

行
う
ま
で
に
数
年
の
期
間
を
必
要
と
す

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
組

織
内
の
年
齢
構
成
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
個
別
事
情
が
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
多
く
の
課
題

を
内
包
し
て
い
る
。

伝
承
で
実
施
す
る
暗
黙
知
の
見
え
る

化
で
も
、
代
表
的
な
手
法
で
あ
る

IE

（Industrial E
ngineering

）
に
よ

る
作
業
工
程
分
析
は
、
作
業
を
作
業
・

検
査
・
移
動
・
滞
留
な
ど
に
分
類
し
て

い
く
方
法
で
あ
る
が
、
整
理
す
る
ま
で

の
時
間
が
非
常
に
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
作
業
動
画
を
撮
影
し
動
画
分
析
す

る
方
法
も
あ
る
が
、
ツ
ー
ル
投
資
が
必

要
と
な
り
、
組
織
全
体
で
そ
れ
ら
の
活

動
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
小
規
模
な
組
織
で
も
、
簡
単

に
暗
黙
知
の
見
え
る
化
や
形
式
知
化
を

進
め
ら
れ
る
手
法
が
望
ま
れ
て
い
る
。

⑵�

作
業
分
解
を
用
い
た
暗
黙

知
の
見
え
る
化

従
来
の
伝
承
方
法
に
よ
る

問
題
を
解
決
し
、
暗
黙
知
を

見
え
る
化
す
る
手
法
と
し

て
、
作
業
分
解
を
用
い
た
方

法
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
の

手
法
は
小
規
模
な
組
織
で
も

簡
単
で
し
か
も
短
時
間
に
で

き
る
方
法
で
、
作
業
の
流
れ

（
作
業
工
程
）ご
と
に
作
業
内

容
（
単
位
作
業
）
を
抽
出
・

整
理
し
、
そ
の
中
で
特
に
重

要
な
熟
練
作
業
を
特
定
し
て

い
く
手
法
で
あ
る
。
暗
黙
知

を
ど
こ
ま
で
見
え
る
化
す
る

か
が
課
題
と
な
る
が
、
企
業

に
お
け
る
コ
ア
ノ
ウ
ハ
ウ
を

見
え
る
化
す
る
に
は
非
常
に

多
く
の
労
力
と
期
間
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
見
え
る
化
し
形
式
知
化
す
る
こ
と

に
よ
り
技
術
流
出
の
危
険
性
が
高
ま
っ

た
り
、
常
に
深
耕
を
図
る
必
要
の
あ
る

コ
ア
ノ
ウ
ハ
ウ
を
形
式
知
化
し
て
も
す

ぐ
に
陳
腐
化
し
た
り
す
る
恐
れ
も
あ
る

た
め
、
可
能
な
限
り
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
属
人
的
な
伝

承
を
勧
め
て
い
る
。

作
業
分
解
を
用
い
た
暗
黙
知
の
見
え

る
化
の
概
要
は
、
図
表
１
に
示
す
通
り

で
あ
る
。
対
象
と
な
る
暗
黙
知
作
業
を

野中　帝二
Nonaka Teiji
トリニティ・プログラム代表 
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選
定
し
、「
①
誰
か
ら
誰
へ
ど

の
程
度
な
ど
の
目
的
を
明

確
」
に
し
た
後
、「
②
作
業
工

程
」→「
③
単
位
作
業
」→「
④

要
素
作
業
（
熟
練
者
の
思
考

プ
ロ
セ
ス
）」
と
詳
細
化
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。熟
練
者
か

ら
中
堅
作
業
者
、
中
堅
作
業

者
か
ら
若
手
な
ど
誰
か
ら
誰

へ
伝
承
す
る
か
に
よ
っ
て
、ど

こ
ま
で
詳
細
化
す
る
か
は
異

な
っ
て
く
る
。
ま
た
、重
要
な

作
業
は
、
最
終
的
に
熟
練
者

の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
分
解
し
、

｢

知
覚
→
判
断
→
決
定
→
行

動｣

と
し
て
見
え
る
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
作

業
分
解
に
よ
り
暗
黙
知
作
業

を
見
え
る
化
し
た
事
例
を
図

表
２
に
示
す
が
、伝
承
者
（
熟

練
者
）と
継
承
者（
若
手
）と
ス

タ
ッ
フ
合
計
３
〜
４
名
が
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、１
〜

２
時
間
と
い
う
短
時
間
で
見

え
る
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶�

も
の
づ
く
り
改
善
へ
の
活

用技
術
・
技
能
伝
承
を
継
続

的
か
つ
組
織
的
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
通
常
業
務
や
も

の
づ
く
り
改
善
の
中
で
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

一
般
的
に
作
業
を
標
準
化
す
れ
ば
、
誰

で
も
同
じ
作
業
は
で
き
る
よ
う
に
な
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
改
善
効
果
は
限
定

的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
作
業
分
解

に
よ
り
暗
黙
知
を
見
え
る
化
し
た
後
、

作
業
分
解
結
果
を
用
い
た
作
業
改
善
を

推
奨
し
て
い
る
。
作
業
分
解
結
果
を
元

に
標
準
化
し
た
後
、
移
動
や
停
滞
な
ど

の
ム
ダ
な
作
業
を
見
つ
け
、
改
善
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
の
だ
。
こ
の
ム
ダ

の
発
見
は
作
業
の

流
れ（
作
業
工
程
）

と
作
業
の
内
容

（
単
位
作
業
）ご
と

に
異
な
る
。
例
え

ば
作
業
工
程
ご
と

に
作
業
時
間
を
計

測
す
る
こ
と
で
リ

ー
ド
タ
イ
ム
の
短

縮
や
作
業
ペ
ー
ス

の
均
一
化
な
ど
の

改
善
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
ま
た
単

位
作
業
か
ら
移
動

な
ど
付
加
価
値
を

生
ま
な
い
ム
ダ
な

作
業
を
発
見
し
改

善
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
図
表
３
）。

作
業
分
解
に
よ

る
暗
黙
知
の
見
え

る
化
は
、
改
善
以
外
で
も
多
く
の
場
面

で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。例
え
ば
、

「
複
数
の
熟
練
作
業
者
の
作
業
方
法
の

統
一
・
標
準
化
」、「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

活
用
検
討
」、「
外
注
化
や
内
製
化
の
検

討
」、「
高
齢
者
の
役
割
（
作
業
分
担
）

再
定
義
」
な
ど
様
々
な
改
善
へ
活
用
し

た
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
熟
練
者
と
若

手
と
が
同
じ
土
俵
で
議
論
を
進
め
て
い

く
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ッ
プ
も
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
し

い
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど

の
効
果
も
大
き
い
。
ぜ
ひ
一
度
作
業
分

解
に
よ
る
暗
黙
知
の
見
え
る
化
を
体
験

し
て
頂
き
、
実
際
の
伝
承
に
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

次
回
は
、
作
業
分
解
を
用
い
た
暗
黙

知
の
見
え
る
化
を
行
っ
た
後
、
文
書
化

や
言
語
化
な
ど
形
式
知
化
を
行
う
際
の

具
体
的
な
考
え
方
と
進
め
方
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
く
。
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当
社
は
圧
力
セ
ン
サ
ー
販
売
の
拡
大

に
伴
い
２
０
０
３
年
に
ド
イ
ツ
の
ザ
ク

セ
ン
州
ド
レ
ス
デ
ン
市
に
欧
州
駐
在
事

務
所
を
開
設
し
、
現
在
ド
イ
ツ
国
内
に

３
社
の
関
係
会
社
が
あ
り
ま
す
。私
は
、

日
本
国
内
で
営
業
を
10
年
、
商
品
企
画

を
５
年
経
験
し
た
の
ち
、
２
０
１
５
年

か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
約
５
年
半
の
間

ド
イ
ツ
に
駐
在
し
、
そ
の
内
４
年
間
を

旧
東
ド
イ
ツ
側
の
ド
レ
ス
デ
ン
、
そ
の

後
の
１
年
半
を
西
側
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

異
文
化
の
中
で

渡
独
当
時
、
欧
州
は
移
民
問
題
に
直

面
し
て
お
り
、
移
民
へ
の
抗
議
デ
モ
と

自
由
を
主
張
す
る
デ
モ
が
毎
週
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
ド
イ

ツ
を
含
め
欧
州
各
地
で
テ
ロ
事
件
が
起

こ
り
、
出
張
時
は
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
の
行
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
子
供
の

通
う
学
校
か
ら
は
外
出
制
限
の
知
ら
せ

が
届
く
な
ど
、
日
本
で
は
経
験
の
な
い

こ
と
に
意
識
を
向
け
な
が
ら
駐
在
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

生
活
の
こ
と
を
少
し
お
話
し
す
る

と
、
ド
イ
ツ
は
閉
店
法
に
よ
り
日
曜
日

に
営
業
し
て
い
る
の
は
花
屋
と
パ
ン
屋

と
給
油
所
く
ら
い
で
す
。
ア
パ
ー
ト
で

も
住
居
ご
と
に
地
下
倉
庫
が
用
意
さ

れ
、
ハ
ム
ス
タ
ー
買
い
と
呼
ば
れ
る
備

蓄
文
化
が
戦
後
や
冷
戦
時
代
を
経
て
根

付
い
て
い
る
の
で
す
が
、
何
を
調
達
す

る
に
し
て
も
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
店
へ
出

向
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
品
質
の
良
い

も
の
を
求
め
れ
ば
さ
ら
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
に
入

る
コ
ン
ビ
ニ
慣
れ
し
た
私
達
は
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
、
改
め
て
日
本
の
便
利

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
月
曜
日
に

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
と
「
就
労

不
能
証
明
」
な
る
も
の
を
渡
さ
れ
、
金

曜
ま
で
自
宅
待
機
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
感
染
が
広
ま
り
社

会
全
体
で
の
生
産
性
が

落
ち
る
こ
と
を
防
ぐ
意

図
も
あ
る
よ
う
で
、
有

給
休
暇
の
日
数
も
減
り

ま
せ
ん
。
子
供
の
看
護

休
暇
や
育
児
休
暇
制
度

も
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
定
着
し
て
い
る
た

め
、有
給
休
暇
は
純
粋
に
休
暇
に
使
う
、

「
健
康
や
家
庭
あ
っ
て
の
就
労
」
と
い

う
日
常
は
少
し
羨
ま
し
い
も
の
で
し

た
。

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦

生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
い
始
め
た
頃
、

欧
州
で
半
導
体
産
業
へ
の
投
資
が
活
発

化
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
地
元
紙
面

を
賑
わ
せ
始
め
ま
し
た
。
ド
レ
ス
デ
ン

市
周
辺
は
元
々
半
導
体
産
業
が
盛
ん

で
、
工
場
や
製
造
装
置
に
関
わ
る
企
業

が
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
て
い
る
地
域

で
す
。

短
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
ベ
ン
ダ
ー

と
し
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス

を
漠
然
と
感
じ
た
私
は
、
欧
州
向
け
認

証
を
取
得
し
た
製
品
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
こ
と
も
後
押
し
し
、
新
規
開
拓
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
半
導
体
市
場
と
決
め
ま

し
た
。「
他
の
人
が
２
年
か
か
る
と
こ

東西ドイツでの駐在生活

望月　伸太郎
Mochizuki Shintaro
長野計器株式会社
営業企画部営業企画課課長

ドレスデンの世界最古の歴史を持つ
クリスマスマーケット
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ろ
を
１
年
で
や
る
」
と
勝
手
な
目
標
を

立
て
挑
み
ま
し
た
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
う
や
っ
て
顧
客
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

を
作
る
の
か
、
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
自
分
自
身
を
奮
い
立
た
せ
な
が
ら

頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
る
日
々
。
ま
ず
は

地
域
の
半
導
体
関
連
団
体
へ
加
入
し
、

人
脈
の
形
成
に
奔
走
し
ま
し
た
。

東
ド
イ
ツ
は
西
側
に
比
べ
英
語
を
話

せ
る
方
が
少
な
く
、
会
合
や
打
合
せ
に

は
ド
イ
ツ
語
も
登
場
し
ま
す
。
新
し
い

現
地
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
活
動
を
続

け
、
徐
々
に
産
業
構
造
や
企
業
間
の
関

係
性
に
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。

活
動
を
本
格
化
さ
せ
半

年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
幸
い

に
も
加
入
し
た
団
体
の
年

次
総
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
無
事
発
表
を

終
え
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
の

場
に
向
か
う
と
、
思
い
も

よ
ら
ぬ
ビ
ジ
ネ
ス
の
切
っ

掛
け
が
訪
れ
ま
し
た
。
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
の
最
後
尾
で
た

ま
た
ま
順
番
を
譲
っ
た
方

が
後
ろ
を
振
り
向
き
、

「
我
々
は
、
あ
な
た
の
潜

在
顧
客
か
も
知
れ
な
い
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
キ
ー
マ

ン
へ
の
継
続
的
な
営
業
活
動
や
製
品
評

価
な
ど
を
経
て
、
２
年
後
に
は
目
標
に

し
て
い
た
大
手
顧
客
へ
の
ベ
ン
ダ
ー
登

録
が
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

言
葉
の
壁
や
文
化
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
礼
儀
を
持
っ
て
人
に
接
し
積
極

的
に
関
係
を
築
く
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
方

向
か
ら
情
報
を
得
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
顧
客
の
求
め
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日

本
で
実
践
し
て
い
た
営
業
活
動
と
な
ん

ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
結
果
数
年
を
要
し

ま
し
た
が
、
地
道
な
活
動
の
末
に
自
社

製
品
の
販
路
を
広
げ
ら
れ
た
経
験
は
私

に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し

た
。
加
え
て
自
分
の
存
在
が
異
国
の
地

で
認
め
ら
れ
た
と
い
う
安
堵
感
は
人
生

の
宝
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
天
地
か
ら
の
帰
国

駐
在
最
後
の
１
年
半
は
、
リ
ト
ル
東

京
と
称
さ
れ
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市

で
駐
在
所
長
と
し
て
の
業
務
に
あ
た
り

ま
し
た
。
日
本
食
材
店
や
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
い
つ
で
も
行
け
る
環
境
や
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
登
校
す
る
小
学
生

に
驚
き
、
同
時
に
こ
こ
ま
で
の
生
活
イ

ン
フ
ラ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
上
げ

た
日
本
の
産
業
力
と
先
駆
者
の
方
々
の

努
力
に
は
感
服
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

ド
イ
ツ
経
済
の
中
心
的
役
割
を
担
う

同
地
域
は
欧
州
各
国
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
、
情
報
量
も
豊
富
で
、
効
率
の
良

い
企
業
運
営
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

取
り
組
み
に
は
最
適
の
場

と
感
じ
ま
し
た
。
更
な
る

拡
販
を
と
意
気
込
ん
で
い

た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
で
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
見
舞
わ
れ

断
腸
の
思
い
で
の
帰
国
と

な
り
ま
し
た
が
、
ア
プ
ロ

ー
チ
し
た
現
地
企
業
や
、

公
私
に
渡
り
辛
い
時
期
を

支
え
合
っ
た
多
く
の
日
系

企
業
の
方
々
と
の
繋
が
り

は
将
来
の
大
き
な
糧
に
な
る
と
思
い
ま

す
。５

年
半
の
駐
在
生
活
の
間
、
色
々
な

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
知
見
を
広
げ

る
と
と
も
に
家
族
で
か
け
が
え
の
な
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
足
を
伸
ば
し
た
欧
州
の
国

は
十
数
ヵ
国
を
数
え
、
行
く
先
々
で
良

い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

駐
在
前
に
快
く
送
り
出
し
て
頂
い
た

会
社
関
係
者
の
方
々
、
ま
た
駐
在
中
に

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
激
励
、
サ
ポ
ー
ト

を
頂
い
た
方
々
に
は
感
謝
の
思
い
が
尽
き

ま
せ
ん
。
駐
在
を
通
し
て
学
ん
だ
欧
州

の
良
さ
、
離
れ
た
か
ら
こ
そ
気
づ
い
た
日

本
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
大

切
な
人
と
の
繋
が
り
。
す
べ
て
を
生
か
し

な
が
ら
今
後
の
業
務
に
邁
進
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
海
外
に
渡
り
活
躍
し

よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
々
に
、
陰
な

が
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ドレスデン旧市街

木工細工の町ザイフェンで
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今
回
は
私
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
経
験
、

苦
労
話
等
を
お
伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
私
の
ケ
ー
ス
で
す
の

で
お
役
に
立
た
な
い
情
報
も
多
々
含
ま

れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で

も
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
。

●
テ
レ
ワ
ー
ク
開
始
当
初

弊
社
に
て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
本
格
的
に

開
始
さ
れ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
肺
炎
流
行

の
兆
し
が
見
え
た
２
０
２
０
年
２
月
下

旬
か
ら
と
な
り
ま
す
。
在
宅
勤
務
の
仕

組
み
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
見

据
え
た
対
応
？
）
は
既
に
有
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
在

宅
勤
務
を
想
定
し
た
も
の
で
し
た
の

で
、「
明
日
か
ら
当
面
テ
レ
ワ
ー
ク
、

出
社
・
出
張
原
則
禁
止
」
と
い
う
ス
タ

ー
ト
に
は
か
な
り
違
和
感
を
抱
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
出
社
が
完
全
に
無
く
な

る
訳
で
は
な
く
、
出
社
率
上
限
を
決
め

て
、
ど
う
し
て
も
出
社
が
必
要
な
場
合

は
事
前
申
告
―
承
認
を
経
て
出
社
す

る
、
と
い
う
体
制
で
す
。
私
も
ご
く
た

ま
に
、
数
か
月
に
一
度
、
と
い
う
頻
度

で
す
が
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
書
籍
参
照
が

必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
等
で
は
出
社
し
て

い
ま
し
た
。
出
社
時
に
は
感
染
防
止
対

策
（
時
差
通
勤
、
公
共
交
通
機
関
を
極

力
使
用
し
な
い
、
等
）
を
課
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
私
の
場
合
は
時
差
通

勤
を
行
っ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
出
社
し
て
仕
事
し
た
時

に
は
、
自
宅
環
境
と
比
較
し
て
会
社
の

通
信
環
境
が
格
段
に
快
適
な
事
、
備
品

類
の
充
実
（
机
の
広
さ
！
椅
子
の
快
適

さ
！
プ
リ
ン
タ
ー
使
用
可
能
！
等
）
に

よ
り
非
常
に
快
適
に
仕
事
が
出
来
ま
し

た
。
但
し
、
出
社
す
る
と
当
然
通
勤
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
の
有
効

活
用
と
い
う
意
味
合
い
で
は
、
デ
メ
リ

ッ
ト
を
考
慮
し
て
も
や
は
り
テ
レ
ワ
ー

ク
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
、
と
感

じ
ま
す
。

な
お
、
２
０
２
０
年
の
年
末
頃
に
は

弊
社
で
は
正
式
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
制
度

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
手

当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一

方
、
通
勤
費
は
発
生
時
対
応
（
都
度
払

い
）
に
変
更
で
す
。
同
制
度
の
位
置
づ

け
と
し
て
は
、
社
員
に
対
し
て
テ
レ
ワ

ー
ク
を
行
う
権
利
が
追
加
さ
れ
た
、
と

い
う
意
味
合
い
と
な
る
そ
う
で
す
。（
テ

レ
ワ
ー
ク
の
制
度
と
は
別
に
、
緊
急
事

態
宣
言
中
は
原
則
出
社
禁
止
）

自
宅
に
書
斎
が
無
い
方
（
私
も
そ
う

で
す
）
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
多
少

不
利
な
制
度
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
ご
自
宅
を
用
意
さ
れ
る
方
は

テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
ご
検

討
さ
れ
た
方
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
ト
ラ
ブ
ル

テ
レ
ワ
ー
ク
が
始
ま
っ
た
当
初
は

色
々
な
問
題
が
起
こ
り
ま
し
た
。
通
信

上
の
問
題
（
テ
レ
ワ
ー
ク
人
数
増
に
よ

る
会
社
側
へ
の
ア
ク
セ
ス
集
中
、混
雑
。

自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
通
信
環
境
が
貧

弱
）、
設
備
上
の
問
題
（
自
宅
に
適
切

な
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
。
会
社
貸
与
ノ
ー

ト
Ｐ
Ｃ
が
自
宅
プ
リ
ン
タ
ー
に
繋
が
ら

な
い
。
長
時
間
座
れ
る
椅
子
が
無
い
）。

メ
ン
タ
ル
、
健
康
上
の
問
題
（
運
動
不

足
や
他
人
と
の
会
話
が
少
な
い
、
等
。

―
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
と
、
引
き
こ

も
り
と
変
わ
ら
な
い
）
等
が
主
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

中
で
も
通
信
上
の
問
題
は
深
刻
で
、

テレワークについて

海老名　巌
Ebina Iwao

横河電機株式会社
YPHQセンシングセンター開発統括部
流量計部開発戦略課１グループ
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未
だ
に
完
全
に
は
解
決
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
根
本
的
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
自

宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
回
線
で
は
、
回
線
容

量
が
小
さ
い
事
を
挙
げ
ら
れ
そ
う
で

す
。当

初
は
自
宅
で
もW

i-F
i

に
て
通

信
し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
モ
ー
ト
会

議
中
の
フ
リ
ー
ズ
頻
発
、
社
内
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
出
来
な
い
等
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
開
始
当
初
は
会
社
側
か
ら
例
え
ば

「
本
日
９
時
ま
で
に
入
力
完
了
」
と
い

う
指
示
が
来
る
も
の
の
、
会
社
側
サ
ー

バ
ー
が
混
雑
し
て
お
り
、
結
局
丸
１
日

経
っ
て
も
対
応
出
来
な
い
、
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

通
信
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
結
論
と

し
て
は
、
自
宅
の
回
線
がIP

v4

対
応

だ
っ
た
も
の
をIP

v6

に
変
更
し
た
事

に
よ
り
、
通
信
環
境
を
飛
躍
的
に
改
善

す
る
こ
と
で
対
応
で
き
ま
し
た
。（
プ

ロ
バ
イ
ダ
に
連
絡
す
れ
ば
通
常
は
数
日

で
変
更
可
能
）

た
だ
し
、
こ
の
事
に

気
が
付
い
た
の
は
テ
レ

ワ
ー
ク
生
活
が
始
ま
っ

て
か
ら
１
年
程
度
経
っ

て
か
ら
で
す
。
通
信
回

線
上
の
問
題
が
有
っ
た

ら
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
、

IP
v6

へ
の
変
更
、
の

ご
検
討
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

ち
な
み
に
通
信
環
境

の
影
響
も
有
り
、
弊
社

の
リ
モ
ー
ト
会
議
で
は

自
分
の
画
像
を
表
示
す

る
習
慣
が
有
り
ま
せ

ん
。
２
年
近
く
顔
を
見

て
い
な
い
同
僚
も
多
く

居
ま
す
。
少
し
で
も
容

量
を
節
約
し
よ
う
と
す
る
名
残
り
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
画
像
が

映
ら
な
い
事
は
色
々
都
合
が
良
い
事
も

有
り
、
弊
社
で
は
定
着
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
他
社
様
で
も
同
様
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
如
何
で
し
ょ
う
か
？

社
内
で
リ
モ
ー
ト
会
議
を
行
う
分
に

は
問
題
無
い
の
で
す
が
、
計
工
連
さ
ん

の
会
議
に
初
め
て
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し

た
時
に
は
自
宅
の
内
部
を
皆
様
に
公
開

す
る
羽
目
と
な
り
ま
し
た
。T

eam
s

に
て
背
景
設
定
が
可
能
な
事
を
知
っ
た

の
は
こ
の
後
で
す
。
背
景
設
定
も
要
注

目
で
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

弊
社
で
使
用
し
て
い
る
リ
モ
ー
ト
会

議
用
ソ
フ
ト
は
、
ご
く
た
ま
に

W
ebE
x
、
Z
oom

を
使
用
す
る
ケ
ー
ス

も
有
り
ま
す
が
、
主
にT

eam
s

を
使

用
し
て
い
ま
す
。
当
初
、
社
外
の
方
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
設
定
す
る
際
に
は

事
前
に
通
信
テ
ス
ト
等
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、T

eam
s

で
あ
れ
ば
、
環
境

に
も
よ
り
ま
す
が
海
外
の
方
と
も
ほ
ぼ

問
題
無
く
繋
が
る
印
象
で
す
。

ち
な
み
に
リ
モ
ー
ト
会
議
に
は
デ
ュ

ア
ル
モ
ニ
タ
が
便
利
で
す
。
リ
モ
ー
ト

会
議
時
に
は
共
有
画
面
と
共
有
し
な
い

画
面
、と
い
う
使
い
分
け
が
出
来
ま
す
。

老
眼
が
進
行
し
て
い
る
状
況
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
使
用
時
に
は

デ
ュ
ア
ル
モ
ニ
タ
必
須
だ
と
思
い
ま

す
。同

僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
や
は
り
テ
レ
ワ
ー
ク
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
更

に
電
話
を
駆
使
す
る
事
に
よ
り
、
あ
る

程
度
は
維
持
出
来
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。同

年
代
の
同
僚
は
電
話
を
か
け
て
く

る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
若
い
方
は

T
eam
s

で
電
話
、
又
は
チ
ャ
ッ
ト
で

連
絡
を
し
て
く
る
方
が
多
い
の
で
、

連
絡
時
に
は
必
要
以
上
に
緊
張
し
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
理
由
が
ト
ラ

ブ
ル
関
係
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
比
較

的
若
い
方
は
電
話
を
好
ま
な
い
傾
向

が
有
る
様
な
気
が
し
ま
す
が
、
私
と

し
て
は
電
話
が
良
い
で
す
ね
。
ガ
ラ

ケ
ー
大
好
き
で
す
。

今
現
在
、
２
０
２
１
年
11
月
で
テ
レ

ワ
ー
ク
が
始
ま
っ
て
１
年
８
か
月
が
経

ち
ま
す
。
た
ま
に
出
社
し
て
も
特
に
違

和
感
は
覚
え
ま
せ
ん
が
、
体
力
的
に
は

消
耗
す
る
事
は
確
か
で
す
。
今
後
も
含

め
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
出
社
の
使
い
分
け

は
な
か
な
か
難
し
い
、
と
い
う
印
象
で

す
。

Teams での画像（背景設定済み）
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ロガーボックスセット
LOG-S

センサーを入れるシェルターは自然通風型で

日射光も遮断、透過しない工夫をしておりま

す。

笠形状は雨や雪が残留付着しにくい設計と

なっております。

笠の素材はAAS樹脂を使用しており、劣化

しにくく長期間メンテナンスを必要としませ

ん。

データロガーを防水ケースに収納して計測す

る優れものです。

株式会社大平産業
TEL.0577-34-2800　FAX.0577-34-7633
http://www.sk-taihei.co.jp

レベルニック　DL-SXY

１台でX方向とY方向の２軸測定ができる
高精度デジタル水準器です。
組み立て時の測定、偏差（ピッチング・ロー
リング）の測定時間を短縮することができます。
センサーと表示機は無線で接続され、離れた
場所で測定値を読み取ることができ、複数台
同時使用でも無線の混信はありません。
表示機の内部メモリに 42 組（84 個）のデー
タを蓄積可能。後で呼び出して確認や出力す
ることができます。
●�測定範囲：± 5.000mm/m（範囲を超えた
場合Error 表示）
●最小読取値：0.001mm/m
●使用温度範囲：0〜 40℃
●繰返し精度：± 0.005mm/m以内
● �XY直交精度：1%または、繰返し精度の
どちらか大きい方

●測定周期：約 1.1 秒

新潟精機株式会社
TEL.0256-33-5502　FAX.0256-33-5528
https://www.niigataseiki.co.jp/

AP-03　血圧計用空気式重錘型圧力標準器
計量法に基づく基準器検査対応品

AP-03 型空気式重錘型圧力標準器は、基準液
柱型圧力計（水銀柱）に代わり重錘を使い、
気体を圧力媒体としたエアーピストンゲージ
です。測定範囲は最大で 350�mmHg までの
圧力を測定でき、50�mmHg 区分で測定が可
能です。計量法の基準器検査にも対応いたし
ます。圧力源には手動加減圧ポンプ（V1型・
V2型）等の気体圧力源が必要です。
仕　様
最大測定圧力� 350�mmHg
標準温度� 20�℃
ピストン断面積� 2�cm2

標準重力� 9.80665�m/s2

製品精度� 0.2�%

株式会社双葉測器製作所
TEL.03-3894-6848（代表）　FAX.03-3800-8155
http://www.futabass.co.jp

配管水検知システム
AQUATECT SYSTEM

業界初の配管水検知システム「AQUATECT�
SYSTEM（アクアテクトシステム）」は、車
両への給油時に燃料油へ混入した水を早期に
発見し、水混入トラブルを未然に防ぐ画期的
なシステムです。
機器の構成は、大きく 3つに分かれており、
①　�「センサー部」で配管内の燃料を常時監
視し、

②　「センサー中継盤」を経由して店内の
③　「監視コンソール」へ信号を送る。
万が一水を検知した場合は、給油を自動的に
ストップさせ、「監視コンソール」が“警告音”
と“警報ランプ”でスタッフにお知らせする
仕組みとなっている。

株式会社トミナガ
TEL.050-3185-0003　FAX.050-3156-3146
https://www.kyoto-tmc.co.jp

ER31
バッテリレス圧力センサ

RFID（NFC）を搭載し、ワイヤレス給電で
バッテリレスを実現した圧力センサです。圧
力計の目視点検作業を簡易化、データ読み取
り／記入ミスを削減することで生産現場の
IoT化、巡回監視の効率化に貢献します。
・�電池不要で圧力計から簡単に置き換えで
き、現場でのデータ取得が可能
・�スマートフォンで製品にタッチすること
で、S/Nごとに圧力値データを取得可能
・�正圧レンジ：0〜 35kPa　→　0〜 50MPa
　�連成レンジ：± 20、± 50、± 100kPa、� �
–100 〜 200kPa　→　–0.1 〜 2MPa
　真空レンジ：–100 〜 0kPa
　絶対圧レンジ：0〜 120kPa�abs.
・通信方式：RFID
・電源：ワイヤレス給電
・EU無線電波法規制のRE指令に対応

長野計器株式会社
TEL.0120-10-8790
https://www.naganokeiki.co.jp/

NZ84 タンクインスペクタⅡ

概要・特長
・�移動貯蔵タンク（タンクローリ等）定期�
点検装置

・�同一トランク形状で、5 槽用と 8 槽用を�
品揃え（9槽用まで製作可）

・一体構造により小型・軽量化を実現
・�検査プログラムは、従来通りの操作性を�
引継、センサ・ホース・ケーブルは互換性を
持たせました。

主な仕様
・1〜 8槽まで検査可（複数同時車輌対応）
・�予備試験〜漏れ検査まで全自動／手動試験
可

株式会社ナガノ計装
TEL.03-5718-3281　FAX.03-5718-0238
http://www.nagano-keiso.co.jp
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あ と が き

皆様、あけましておめでとうございます。
本年も、新年のご挨拶が紙面からとなってしまい、大変残念です。新年賀詞交歓会も２年続きで中止とさ
せて頂き、会員の皆様との対面での交流が途絶えてしまっています。本年は計工連設立 70 周年を迎えます
ことから、５月に記念式典も企画しております。10 年ぶりの行事でもあり何とか開催出来ますよう祈って
います。

昨年末には、新型コロナウイルスによる感染症拡大に終止符を打てるかと大いに期待したのですが、日本
国内でオミクロン株の感染者が発生したことから、一気に緊張状態に戻ってしまいました。この感染症の克
服には、やはり３年以上必要になるのでしょうか。

また、ここにきて半導体の供給不足に起因する電子部品の調達、納期遅れが頻発し、多くの製造業に影響
が出ています。計工連としましては、会員企業の皆様が、最高益を記録した2018年度に早期に戻りますよう、
支援策を講じてまいりたいと考えています。
本年が、明るい未来に向け踏み出せる年となることを願っています。

出展申込 受 付 中

HAKARUと創るサステナブルな未来

2022.9/14（水）　　9/16（金）

東京ビッグサイト 西ホール
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